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トワダカワゲラ類は、１６科約３,５００種が記載されて
いるカワゲラ目昆虫の中で最小のグループであり、わず
か８種が１つの科トワダカワゲラ科Scopuridaeを構成
している（FochettiandFigueroa,２００８）。独特な卵巣構造
や配偶行動に加え、科レベルでの系統学的位置づけを
巡っては、依然、異論の絶えない状況にあるなど
（Thomasetal.,２０００vs.Zwick,２０００）、系統進化学的にた
いへん注目されているグループである。
日本列島の北海道・本州と朝鮮半島の固有種群である

が、このうち本州東北部に生息するトワダカワゲラ
Scopuralongaに関しては、羽化のタイミングにおいてユ
ニークな報告がなされている（今井,１９７７a,b;岸本,
２００４）。トワダカワゲラ類は複数年をかけて成体となる
ものの、毎年秋季にはいずれかのコホートが成体にまで
成長し、繁殖が行われる。今井（１９７７a,b）は、トワダカ
ワゲラ（茨城県・八溝集団）の羽化のタイミングに関す
る飼育実験から、オスよりもメスが早期に羽化すること
を報告しており、岸本（２００４）も同種（山形県・米沢集
団）の飼育実験から、やはりメスの早期羽化を観察して
いる。これらの先行研究（論文）から読み取ることので
きるデータをもとに、オス－メス間での羽化タイミング
の相違に関して Mann-WhitneyのU検定を行ったとこ
ろ、これらの先行研究が考察しているように、メスの早
期羽化に関しては、統計的にも有意なものとして評価さ
れた。
このような背景から、本研究では、さらに２つの地域

集団（福島県・須賀川集団および天栄集団）を対象に加
え、オス－メス間での羽化タイミングに関する飼育実験
を実施したところ、先行研究と同様に、有意なメスの早
期羽化が確認された（メス－オス間での羽化タイミング
のずれは約１０日から２週間程度）。以上より、メスの早
期羽化現象はトワダカワゲラに共通してみられる特徴で
あると考えられる。

一方、トワダカワゲラとは分布域の重複も認められて
いるミネトワダカワゲラ Scopuramontanaに関しても、
長野県・松本,上田,塩尻の３集団、福島県・南会津の計
４集団を対象に同様の飼育実験を実施したところ、トワ
ダカワゲラとは異なり、羽化タイミングに有意な性差は
認められなかった。
近縁種でありながらも、羽化のタイミングに関する異

なる傾向を示したことから、羽化時点や羽化からの経過
時間による生殖細胞の発達に関して、比較観察や人為的
な繁殖実験を行ったところ、オスよりも早期に羽化する
トワダカワゲラのメスにおいては、羽化時に成熟卵の保
有が認められず、羽化後、卵成熟や遅れて羽化をするオ
スの出現を待ってから繁殖行動にいたることが明らかと
なった。一方、オス－メスがほぼ同時に羽化するミネト
ワダカワゲラのメスにおいては、羽化時に既に成熟卵を
有しており、羽化直後から繁殖行動が観察された。この
ような羽化タイミングの種間差は、トワダカワゲラ科に
おいて唯一分布域が重なりあうトワダカワゲラとミネト
ワダカワゲラ間での種間交雑を避けることに寄与してい
る可能性も考えられるが、この件に関しては、今後、よ
り詳細な観察・研究が必要である。
また、これら２種を含むトワダカワゲラ類の類縁関係

を 分 子 系 統 解 析（nDNAHistone３,mtDNACOI,１６S
rRNA）により検討したところ、いずれのDNA領域にお
ける解析結果においても、生息域が近接する（東北地方
南部、北関東、信越地方にかけては同所的分布や分布域
がオーバラップする）トワダカワゲラとミネトワダカワ
ゲラはそれぞれ北系統と西系統の別クレードに位置づけ
られた。すなわち、系統的に近い関係であるというより
も、むしろ大きく２分される２つの系統のうち、それぞ
れの系統の末端群に位置づけられることが明らかとなっ
た。
今後、他のトワダカワゲラ種群においても羽化タイミ

トワダカワゲラ類２種（トワダカワゲラScopuralonga,ミネトワダカワゲラ
S.montana）の卵形成と羽化タイミング、および系統関係について
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ングの性差や生殖細胞形成、繁殖行動などの知見の蓄
積、そしてこれらの比較検討を行うことは興味深いもの
と考えられる。
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